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「
一
学
徒
」

と
し
て
の
鴎
外

ー
ー
っ
一
回
文
学
』
と
い
う
H

場
H

を
視
座
と
し
た
鴎
外
関
連
資
料
報
告
｜
｜

須

田

喜

代

次

I 

「
森
先
生
の
手
紙
」

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
七
月
九
日
の
鴎
外
森
林
太
郎
の
死
か
ら
五
箇
月
余
、
一
九
二
三
年
一
月
か
ら
そ
の
最
初
の
全
集
で
あ
る
『
鴎
外

全
集
』
（
鴎
外
全
集
刊
行
会
）
全
十
八
巻
の
刊
行
は
開
始
さ
れ
る
。
以
後
『
鴎
外
全
集
』
は
発
行
元
を
岩
波
書
店
と
し
、
①
一
九
三
工
ハ
（
昭
和

十
一
）
年
一
月
か
ら
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
十
月
に
か
け
て
の
三
十
五
巻
本
（
著
作
篇
二
十
二
巻
、
翻
訳
篇
十
三
巻
）
、
②
一
九
五
一

（
昭
和
二
十
六
）
年
六
月
か
ら
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
二
月
に
か
け
て
の
五
十
三
巻
本
（
著
作
篇
三
十
三
巻
、
翻
訳
篇
十
八
巻
、
別
巻

二
巻
）
、
そ
し
て
③
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
一
月
か
ら
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
六
月
に
か
け
て
の
三
十
八
巻
本
と
い
っ
た
形
態

で
、
都
合
三
回
刊
行
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
第
三
次
岩
波
版
『
鴎
外
全
集
』
に
新
た
な
資
料
を
増
補
し
て
刊
行
さ
れ
た
二
刷
（
一
九
八
六

（
昭
和
六
十
一
）

－十一一

i
一
九
九
O
（
平
成
一
己
・
一
）
が
、
最
新
の
『
鴎
外
全
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
最
初
の
鴎
外
全
集
刊
行
会
版
の
『
鴎
外
全
集
』
か
ら
、
「
編
纂
同
人
総
代
」
と
し
て
関
わ
り
、
以
後
の
岩
波
版
全
集
に
お
い
て
も
一
貫

し
て
編
輯
者
に
名
を
連
ね
る
の
が
、
小
島
政
二
郎
で
あ
る
。

一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
一
月
生
の
彼
は
、

一
九
二
三
年
当
時
ま
だ
満
二
十

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外

一O
七



一O
八

九
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
小
島
が
『
鴎
外
全
集
』
の
編
纂
に
関
わ
る
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

一
九
二
ハ
（
大
正
五
）
年
十
一
月
の
『
三
田
文
学
』

に
発
表
し
た
「
オ
オ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
イ
」
と
題
し
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
こ
と
は
、
小
島
政
二
郎
「
森
鴎
外
」
（
『
鴎
外
荷
風
万
太
郎
』
（
文
華
春
秋

新
社
、

一
九
六
五
・
九
）
所
収
）
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
綴
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

ぅ
。
こ
の
時
小
島
は
満
二
十
二
歳
、
慶
慮
義
塾
大
学
部
文
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
（
一
九
一
六
）
四
月
永
年
勤
め
た
陸
軍
を
退
官
し

予
備
役
と
な
っ
て
い
た
一
方
の
鴎
外
は
、
既
に
五
十
四
歳
に
な
っ
て
い
る
。
小
島
の
「
オ
オ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
イ
」
を
介
し
て
始
ま
っ
た
、
三
十
歳

以
上
も
歳
の
離
れ
た
二
人
の
交
流
の
初
発
を
、
同
文
発
表
の
翌
十
二
月
の
『
三
回
文
学
』
誌
上
に
、
小
島
は
「
森
先
生
の
手
紙
」
な
る
一
文
に

お
い
て
書
き
留
め
て
い
る
。

れ
は
「
近
頃
の
新
聞

周
知
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
と
の
順
序
と
し
て
、
発
端
と
な
っ
た
「
オ
オ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
イ
」
を
押
さ
え
直
す
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
こ

雑
誌
、
単
行
本
の
類
を
読
む
と
、
無
闇
に
誤
字
、
当
字
、
仮
名
遣
の
誤
が
目
に
つ
く
」
と
い
う
一
文
で
始
ま
り
、
当
代

文
壇
諸
家
の
文
章
上
の
誤
り
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
オ
オ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
イ
」
（
O

ユZ
m
E
Z可
正
書
法
）
と
題
し
た
所
以
で
あ
る
わ
け

だ
が
、
「
こ
の
二
三
日
少
し
暇
が
あ
っ
た
の
で
、
諸
先
生
方
の
誤
字
調
べ
を
や
っ
て
見
た
」
と
し
て
、
夏
目
激
石
を
筆
頭
に
、
田
山
花
袋
、
島

崎
藤
村
、
正
宗
白
鳥
、
中
村
星
湖
、
徳
田
秋
聾
、
田
村
と
し
子
、
森
田
草
平
、
高
漬
虚
子
、
木
下
杢
太
郎
、
谷
崎
潤
一
郎
、
永
井
荷
風
と
鋒
々

た
る
「
先
生
方
」
を
そ
の
姐
上
に
上
げ
た
小
島
は
、
十
三
人
目
・
そ
の
最
後
に
鴎
外
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

。
森

指l震はつ
（えιいA ひム
えAてる i 林
ぐゐ ：太
）る す郎

る氏

つ
い
：
：
：
す
る

は
ひ
る

震
へ
て
ゐ
る

っ
た

ゑ
ぐ
っ
た



ム

の
せ
い

：
・
の
せ
ゐ

こ
の
時
点
（
一
九
二
ハ
年
）
か
ら
す
れ
ば
す
で
に
八
年
の
昔
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
が
、
他
な
ら
ぬ
鴎
外
が
一
九

O
八
（
明
治
四
十
一
）

年
五
月
臨
時
仮
名
遣
調
査
委
員
会
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
男
だ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
時
の
小
島
が
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
分
ら
な
い
。
し

か
し
こ
の
時
点
で
は
既
に
慶
熔
義
塾
を
去
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
『
三
田
文
学
』
誌
上
で
荷
風
の
「
誤
字
」
（
鴎
外
は
右
に
記
し
た
五
例
だ
が
、

荷
風
は
二
十
四
例
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
を
堂
々
と
指
摘
し
て
俸
ら
な
い
姿
勢
を
含
め
て
、
物
怖
じ
し
な
い
こ
の
青
年
の
真
撃
な
〈
若
さ
〉
は
す

が
す
が
し
い
。
そ
う
し
た
思
い
は
鴎
外
の
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
彼
は
、
当
時
は
ま
だ
無
名
で
あ
っ
た
こ
の
青
年
の
指
摘
に
早
速
反

応
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
現
岩
波
版
「
鴎
外
全
集
』
第
三
一
十
六
巻
に
書
簡
番
号
「
九
九
九
」
（
以
下
「
「
九
九
九
」
書
簡
」
と
略
記
）
と
し

一
九
三
ハ
（
大
正
五
）

年
十
一
月
号
は
、
奥
付
に
拠
れ
ば
「
大
正
五
年
十
月
三
十
日
印
刷
納
本
／
大
正
五
年
十
一
月
一
日
発
行
」
。
だ
か
ら
鴎
外
書
簡
は
印
刷
納
本
日

て
収
録
さ
れ
て
い
る
、

一
九
二
ハ
（
大
正
五
）
年
十
一
月
三
日
付
の
小
島
政
二
郎
宛
鴎
外
書
簡
で
あ
る
。
『
三
国
文
学
』

か
ら
換
算
し
て
も
四
日
後
に
は
投
函
さ
れ
た
事
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
以
下
の
如
き
も
の
だ
っ
た
。

拝
呈
小
生
仮
名
遣
の
誤
謬
御
指
摘
被
下
奉
謝
候

一
、
今
言
つ
い
云
々
す
る
と
一
五
ふ
つ
い
を
つ
ひ
に
作
る
は
大
槻
文
彦
の
説
に
従
ひ
し
積
り
に
候
但
し
小
生
大
槻
君
の
説
を
誤
解
し
居
る
も

の
な
ら
ん
も
知
れ
ず
候

一、
ハ
ヒ
ル
は
ハ
ヒ
イ
ル
の
略
に
て
我
国
に
は
子
音
を
省
く
例
あ
り
母
韻
を
省
く
例
多
き
原
則
よ
り
ハ
ヒ
ル
と
す
る
と
云
ふ
が
国
語
家
の

説
と
被
存
候
小
生
は
FmwYH
吋
を
ymw
ぜ
と
す
る
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
の
例
を
応
用
す
る
積
り
に
て
十
余
年
前
ま
で
ハ
イ
ル
と
書
き
し
次
第
に
候

然
る
に
名
詞
の
ハ
ヒ
リ
は
先
例
動
し
難
き
に
よ
り
近
年
は
動
調
を
も
ハ
ヒ
ル
と
書
く
こ
と
に
改
め
候

フ
ル
ヘ
ル
は
全
く
別
の
意
に
候
小
生
は
こ
れ
も
旧
来
ア

ポ
ス
ト
ロ
フ
の
例
を
采
り
苫
『
ロ
．

R
と
し
た
る
積
り
に
候
此
の
如
く
し
て
古
言
の
フ
ル
へ
リ
、
フ
ル
ヘ
ル
と
区
別
せ
ん
と
試
み
し
次
第
に

。。

候
此
仮
名
の
み
は
右
区
別
の
目
的
を
以
て
夙
く
竹
柏
園
主
人
其
他
の
忠
告
あ
り
し
に
拘
ら
ず
今
も
猶
襲
用
し
居
候

三
、
フ
ル
エ
ル
は
古
言
フ
ル
フ
な
る
こ
と
勿
論
に
可
有
之
候
古
言
の
フ
ル
へ
リ
、

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外

一O
九



。
フ
オ
ネ
チ
ア
ク

四
、
今
言
の
何
の
セ
イ
は
人
皆
（
所
為
）
と
書
す
れ
ど
小
生
は
右
セ
イ
の
語
源
不
明
に
て
所
為
と
は
別
な
る
も
の
と
考
へ
故
意
に
記
音
法

を
周
居
候

右
の
如
く
小
生
は
今
に
至
る
ま
で
定
見
な
く
小
生
の
今
言
の
仮
名
遣
は
動
揺
し
居
候
将
来
の
為
め
何
卒
詳
細
御
教
示
被
下
度
願
上
候
就
中

今
言
ツ
イ
の
来
歴
今
言
の
フ
ル
エ
ル
は
古
言
の
フ
ル
ヘ
ル
と
同
一
に
書
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
理
由
（
意
義
は
全
く
別
な
る
に
）

セ
イ
の
何

故
に
セ
ヰ
な
る
か
の
説
明
等
は
特
に
御
教
一
不
を
煩
し
度
奉
存
候

前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
時
鴎
外
は
満
五
十
四
歳
、
し
か
し
彼
は
自
分
よ
り
コ
一
十
歳
以
上
も
年
下
の
若
者
に
「
御
教
一
不
を
煩
し
度
」
と
書
き
送

る
事
に
何
の
た
め
ら
い
も
な
い
。
「
正
直
の
話
、
私
は
学
問
の
広
大
な
こ
と
を
、
こ
の
手
紙
で
初
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
グ
ウ
と
も
一
言
え
な
い
思

い
だ
っ
た
」
と
は
、
後
年
の
小
島
の
回
想
に
他
な
ら
な
い
が

（
前
掲
「
森
鴎
外
」
。
た
だ
し
引
用
は
『
小
島
政
二
郎
全
集
』
第
三
巻
（
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、

二
O
O二
・
二
）
に
拠
る
）
、

そ
こ
に
わ
た
く
し
は
「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外
の
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

岡
山
う
。
し
か
し
全
集
を
見
れ
ば
容
易
に
当
る
こ
と
が
で
き
る
書
簡
本
文
を
、
煩
を
厭
わ
ず
全
文
引
用
し
た
の
は
そ
の
こ
と
を
確
認
し
た
か
っ
た

か
ら
で
は
な
い
。
こ
の
鴎
外
と
い
う
人
物
の
〈
生
〉
の
姿
勢
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
窺
わ
し
め
る
本
書
簡
本
文
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通

じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
誤
っ
た
本
文
を
、
わ
た
く
し
た
ち
は
現
全
集
に
拠
っ
て
読
ん
で
き
て
い
た
の
だ
い
う
こ
と
こ
そ
本
稿
で

確
認
し
た
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

＊ 

＊ 

第
二
制
で
の
新
た
な
追
補
を
含
め
て
鴎
外
書
簡
一
六
五
五
通
を
収
め
る
現
岩
波
版
『
鴎
外
全
集
』
だ
が
、
そ
の
第
三
十
六
巻
「
後
記
」
に
は

「
直
接
肉
筆
に
当
ら
ず
印
刷
物
に
拠
っ
た
も
の
は
前
回
同
様
（
縛
載
）
と
記
し
た
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
し
か
し
て
右
に
紹
介
し
た
「
九
九

九
」
書
簡
に
は
「
（
輔
載
）
」
の
文
字
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
記
載
を
信
じ
る
限
り
本
書
簡
は
「
直
接
肉
筆
に
当
」

つ
て
の
全
集
収
録
と
い

う
こ
と
に
な
る
は
ず
な
の
だ
が
・
・
：
：
。

と
ま
れ
、
鴎
外
か
ら
そ
の
「
九
九
九
」
書
簡
を
受
け
取
っ
た
小
島
政
二
郎
は
、
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
翌
一
九
二
ハ
（
大
正
五
）
年



十
一
一
月
号
（
同
年
十
二
月
一
日
発
行
）

は
か

の
『
三
回
文
学
』
に
「
森
先
生
の
手
紙
」
を
掲
載
し
た
の
だ
っ
た
。
「
自
ら
料
ら
ず
前
号
に
ォ
、
ソ
グ

ラ
フ
ィ
イ
と
題
す
る
一
文
を
公
に
し
た
と
こ
ろ
、
日
頃
崇
拝
す
る
森
林
太
郎
先
生
か
ら
次
の
や
う
な
お
手
紙
を
頂
戴
し
た
」
と
し
て
書
き
起
こ

さ
れ
た
そ
れ
は
、
引
き
続
い
て
当
該
鴎
外
書
簡
を
全
文
引
用
紹
介
し
て
い
る
。
当
然
そ
れ
は
「
九
九
九
」
書
簡
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
以
下

に
見
る
よ
う
に
、
表
記
を
始
め
多
く
の
点
で
違
い
が
あ
る
。
「
九
九
九
」
書
簡
と
相
違
す
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
引
用
し
て
み
よ
う
。

拝
呈
小
生
仮
名
遣
の
誤
謬
御
指
摘
被
下
泰
謝
候
。

①
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｜

｜

②

｜

｜

｜

③

I

l
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一
、
今
言
ツ
イ
云
々
す
る
と
い
ふ
ツ
イ
を
ツ
ヒ
に
作
る
は
、
大
槻
文
彦
君
の
説
に
従
ひ
し
積
に
候
。
但
し
小
生
大
槻
君
の
説
を
誤
解
し
居

る
も
の
な
ら
む
も
知
れ
ず
候
。

I

l

l

l

旧

同

④

l
i
l－
－

ハ
ヒ
ル
は
ハ
ヒ
イ
ル
の
略
に
て
、
我
国
に
は
子
韻
を
省
く
例
な
く
、
母
韻
を
省
く
例
多
き
原
則
よ
り
、
ハ
ヒ
ル
と
す
る
と
云
ふ
が
国

語
家
の
説
と
被
存
候
。
小
生
は

E
E吋
を

gwRと
す
る
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
の
例
を
応
用
す
る
積
に
て
、
十
余
年
前
ま
で
ハ
イ
ル
と
書
き
し

次
第
に
候
。
然
る
に
名
詞
の
ハ
ヒ
リ
は
先
例
動
し
難
き
に
よ
り
、
近
年
は
動
詞
を
も
ハ
ヒ
ル
と
書
く
こ
と
に
改
め
候
。

二
一
、
フ
ル
エ
ル
は
古
言
フ
ル
フ
な
る
事
勿
論
に
可
有
之
候
。
古
言
の
フ
ル
へ
リ
、
フ
ル
ヘ
ル
は
全
く
別
の
意
に
候
。
小
生
は
こ
れ
も
旧
来

ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
の
例
を
取
り

P
E
w句
と
し
た
る
積
に
候
。
此
の
如
く
し
て
古
言
の
フ
ル
へ
リ
、
フ
ル
ヘ
ル
と
区
別
せ
ん
と
試
み
し
次
第

1

1

0

0

1

1

 

に
候
。
此
仮
名
の
み
は
右
区
別
の
目
的
を
以
て
、
夙
く
竹
柏
園
主
人
其
他
の
忠
告
あ
り
し
に
拘
ら
ず
、
今
も
猶
襲
用
し
居
候
。

｜
｜
作
L
I
l

－

－

い

い

防

｜

｜

フ

オ

四
、
今
言
の
何
の
セ
イ
は
人
皆
「
所
為
」
と
書
す
れ
ど
、
小
生
は
右
セ
イ
の
語
源
不
明
に
て
所
為
と
は
別
な
る
も
の
と
考
へ
、
故
意
に
記

ネ
チ
ッ
ク

l
l
l

音
法
を
用
居
候
。

一、右
の
如
く
小
生
は
今
に
至
る
ま
で
定
見
な
く
、
小
生
の
今
言
の
仮
名
遣
は
動
揺
し
居
候
。
将
来
の
為
め
何
卒
詳
細
御
教
一
不
被
下
度
願
上
候
。

就
中
今
言
ツ
イ
の
来
歴
、
今
言
フ
ル
エ
ル
は
古
言
の
フ
ル
ヘ
ル
と
同
一
に
書
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
理
由
（
意
義
は
全
く
別
な
る
に
）
セ
イ

の
何
故
に
セ
ヰ
な
る
か
の
説
明
等
は
特
に
御
示
教
を
煩
し
度
奉
存
候
。

⑤
ー
I
I
l
l
i－－－

十
一
月
三
日

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外



林
太
郎

⑦
 小
島
政
二
郎
様

六
百
余
字
の
文
章
に
傍
線
を
施
し
た
筒
所
は
全
部
で
四
十
七
箇
所
、
か
な
り
の
数
だ
。
も
ち
ろ
ん
見
れ
ば
分
る
よ
う
に
そ
れ
は
句
読
点
箇
所

が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
は
小
島
が
分
り
や
す
さ
を
優
先
し
て
意
図
的
に
施
し
た
可
能
性
が
大
き
い
と
は
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
句
読
点
以

外
の
相
違
部
分
も
、
右
に
見
た
小
島
引
用
書
簡
の
記
載
の
方
が
全
て
正
し
い
な
ど
と
言
お
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
わ
た
く
し
は
毛
頭
な
い

（
実
物
を
見
な
い
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
わ
け
も
な
い
）
。
が
し
か
し
、
た
と
え
ば
本
書
簡
は
葉
書
で
は
な
く
封
書
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、

傍
線
部
⑤
・
⑥
・
⑦
の
如
く
、
書
簡
末
尾
の
日
付
・
署
名
・
宛
名
は
当
然
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
、

そ
の
記
載
の
な
い
「
九
九
九
」
書
簡

は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
書
簡
「
こ
の
部
分
の
、
傍
線
部
①
・
②
・
③
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
「
二
」
以
下
に
展
開
す
る

叙
述
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
単
語
を
鴎
外
が
全
て
カ
タ
カ
ナ
で
記
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
こ
の
部
分
の
み
当
該
単
語
を
ひ
ら

が
な
で
表
記
す
る
「
九
九
九
」
書
簡
よ
り
自
然
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
う
し
た
細
々
し
た
点
以
上
に
重
要
な
の
は
、
傍
線
部
④
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
は
こ
の
形
で
な
け
れ
ば
意
味
が
通
じ

な
い
か
ら
だ
。
確
認
の
為
再
度
「
九
九
九
」
書
簡
の
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
。

ハ
ヒ
ル
は
ハ
ヒ
イ
ル
の
略
に
て
我
国
に
は
子
音
を
省
く
例
あ
り
母
韻
を
省
く
例
多
き
原
則
よ
り
ハ
ヒ
ル
と
す
る
：
・

繰
り
返
す
が
、
「
子
音
を
省
く
例
あ
り
」
で
は
文
意
が
通
ら
な
い
。
こ
こ
は
小
島
引
用
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
「
省
く
例
な
く
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
。
す
な
わ
ち
わ
た
く
し
ど
も
は
、
こ
れ
ま
で
意
味
が
通
じ
な
い
文
章
を
、
文
意
不
明
の
文
章
を
、
何
の
疑
問
も
抱
か
ず
に

鴎
外
の
も
の
と
し
て
読
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
現
岩
波
版
『
鴎
外
全
集
』
の
不
備
に
関
し
て
は
、
す
で
に
山
崎
一
穎
に
よ
り
的
確
な
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
最
初
の
『
鴎
外
全
集
』
か
ら
、

一
貫
し
て
鴎
外
全
集
「
編
輯
者
」
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
小

島
政
二
郎
宛
書
簡
で
す
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
た
く
し
た
ち
は
も
う
一
度
銘
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。



II 

も
う
一

ーコ
の

「
森
先
生
の
手
紙
」

先
の
一
九
一
ム
ハ
（
大
正
五
）
年
十
一
月
三
日
付
属
外
書
簡
に
対
し
て
、
十
一
月
七
日
付
で
小
島
は
返
事
を
書
い
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
も
先

に
紹
介
し
た
「
森
先
生
の
手
紙
」
は
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
返
事
が
「
翌
日
の
夜
」
小
島
の
元
に
も
た
ら
せ
ら
れ
る
。
後
年
の

筆
に
な
る
小
島
「
森
鴎
外
」
に
は
そ
の
折
り
返
し
鴎
外
か
ら
返
事
を
も
ら
っ
た
事
実
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
書
簡
自
体
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
る
に
「
森
先
生
の
手
紙
」
に
は
そ
れ
も
全
文
引
用
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
九
一
六
年
十
一
月
八
日
付
小
島
政
二
郎
宛
鴎
外
書
簡
は
、

現
『
鴎
外
全
集
』
未
収
録
の
も
の
だ
。
す
な
わ
ち
現
全
集
の
編
輯
方
針
に
従
え
ば
、
こ
の
書
簡
は
、
書
簡
番
号
「
一

O
O五」

一
九
一
六
年
十

一
月
七
日
付
賀
古
鶴
所
宛
書
簡
と
、
同
「
一

O
O六
L

同
年
十
一
月
九
日
付
福
田
藤
太
郎
宛
書
簡
の
間
に
、
「
十
一
月
八
日

小
島
政
二
郎
宛

（
轄
載
）
」
と
し
て
置
か
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
－
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

小
島
の
引
用
の
仕
方
に
は
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、

今
は
彼
の
引
用
に
従
う
し
か
な
い
。

拝
諦
仕
候
。
早
速
詳
細
な
る
御
答
書
を
辱
う
し
難
有
存
候
。
高
説
の
如
く
ツ
イ
の
大
槻
氏
説
は
小
生
の
記
憶
違
に
可
有
之
候
。
小
生
は
大

槻
氏
が
ツ
ヒ
ニ

（
遂
）
の
語
と
同
源
な
る
や
う
説
き
し
こ
と
、
思
ひ
居
た
る
次
第
に
候
。
「
つ
い
た
つ
」
、
「
つ
い
ゐ
る
」
の
「
つ
い
た
つ
」
、

「
つ
い
ゐ
る
」
な
る
こ
と
は
明
白
に
し
て
、
小
生
と
雄
も
必
ず
「
つ
い
」
と
書
し
居
候
。
乍
去
今
言
の
ツ
イ
が
右
の
古
言
と
同
じ
と
云
ふ

こ
と
未
だ
肺
に
落
ち
不
申
候
。
只
小
生
は
今
後
記
音
的
に
ツ
イ
を
用
可
申
存
居
候
。
御
礼
芳
右
御
聞
に
入
候
。
若
し
御
高
見
も
有
之
候
は

ぐ
御
序
に
御
示
被
下
度
候
。

十
一
月
八
日

森

林
太
郎

小
島
学
兄

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外

一



四

辞
令
上
の
言
い
回
し
と
は
い
え
、
二
一
十
歳
以
上
も
年
上
の
鴎
外
か
ら
「
学
兄
」
と
さ
れ
た
小
島
の
思
い
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

し
か
し
鴎
外
は
年
齢
・
身
分
と
い
っ
た
も
の
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
対
等
の
立
場
で
こ
の
若
者
に
接
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
諸
君
と
私
を

一
緒
に
集
め
て
、
小
学
校
の
ク
ラ
ス
の
席
順
の
や
う
並
ば
せ
て
、
私
に
下
座
に
す
わ
っ
て
お
辞
儀
を
し
ろ
と
云
ふ
こ
と
な
ら
、
私
は
平
気
で
お

辞
儀
を
す
る
で
せ
う
」
と
い
う
彼
の
言
葉
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
（
「
予
が
立
場
」
『
新
潮
』

が
伝
え
る
図
書
頭
と
し
て
の
鴎
外
は
、
純
粋
に
学
問
的
な
関
心
か
ら
「
世
間
的
で
な
い
」
「
学
者
を
心
か
ら
敬
愛
」
し
て
い
た
と
い
う
が
、
ま

一
九

O
九
・
十
二
）
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
秋
山
光
夫

さ
に
そ
の
鴎
外
は
こ
こ
に
も
い
る
。

鴎
外
の
八
日
付
書
簡
を
受
け
取
っ
た
小
島
政
二
郎
は
、
翌
九
日
、
再
び
鴎
外
に
返
信
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
学
問
的
な
ジ
ャ
ブ
の
応

酬
の
中
で
、
二
人
の
聞
に
は
確
固
た
る
信
頼
感
が
築
か
れ
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
「
史
伝
を
出
す
に
し
て
も
、
全
集
を
出
す
に
し
て

も
、
小
島
君
が
校
正
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
承
諾
し
よ
う
」
と
い
う
、
春
陽
堂
店
員
が
伝
え
る
鴎
外
の
言
葉
を
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
る

（
前
掲
小
島
「
森
鴎
外
」
）
。
小
島
が
二
十
代
で
た
だ
一
人
最
初
の
『
鴎
外
全
集
』
編
纂
同
人
総
代
に
抜
擢
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
関
係
は
、
こ
う

し
た
学
問
的
交
流
の
中
で
培
わ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

E
 
「
今
後
ド
イ
ツ
語
入
の
処
丈
私
の
方
へ
一
度
廻
し
て
は
奈
何
で
す
か
」

E
章
ま
で
で
述
べ
た
「
オ
オ
ソ
、
グ
ラ
フ
ィ
イ
」
（
O
三｝
H
o
m
s－
）
町
三
と
い
う
こ
と
と
は
異
な
る
が
、

の
よ
う
な
書
簡
を
『
二
一
田
文
学
』
編
集
部
に
送
っ
た
こ
と
が
、

や
は
り
表
記
に
関
連
し
て
、
鴎
外
が
次

九

（
大
正
二
）
年
九
月
号
の
『
一
一
一
回
文
学
』
「
消
息
」
欄
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
も
現
『
鴎
外
全
集
』
未
収
録
書
簡
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
書
簡
全
文
の
紹
介
を
し
て
お
き
た
い
。

簡
は
、
書
簡
番
号
「
七
五
九
」

日
付
は
一
九
一
二
一
（
大
正
二
）
年
七
月
三
十
日
。
こ
れ
も
前
記
同
様
現
『
鴎
外
全
集
』
の
編
輯
方
針
に
従
っ
て
整
理
し
て
お
け
ば
、
こ
の
書

一
九
一
三
年
七
月
三
十
一
日
付
松
原
峻
一
二
郎
宛
書
簡
と
、
同
「
七
六

O
」
周
年
十
月
九
日
付
帝
国
軍
人
後
援
会



宛
書
簡
の
聞
に
、
「
七
月
三
十
日

三
一
回
文
学
会
宛
（
轄
載
）
」
と
で
も
し
て
お
く
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
回
文
学
中
「
津
木
」
と
云
ふ
人
の
文
中
、
ド
イ
ツ
語
の
植
字
が
ひ
ど
く
違
っ
て
居
ま
す
、
今
後
ド
イ
ツ
語
入
の
処
丈
私
の
方
へ
一
度
廻

し
て
は
奈
何
で
す
か
。

「
消
息
」
概
記
事
は
、
こ
の
書
簡
引
用
の
前
に
「
・
七
月
三
十
日
の
日
附
で
森
先
生
か
ら
左
の
如
き
御
親
切
な
る
御
端
書
を
頂
戴
し
た
」
と
し
、

さ
ら
に
右
書
簡
紹
介
の
後
に
、
「
ま
こ
と
に
校
正
掛
た
る
生
等
の
申
分
な
き
次
第
で
あ
る
。
蕊
に
森
先
生
の
御
厚
意
を
感
謝
し
、
併
て
筆
者
及

び
読
者
諸
氏
に
御
詫
を
申
し
て
お
き
ま
す
」
と
す
る
。
署
名
は
「
三
田
文
学
校
正
掛
」
。

文
中
の
「
浮
木
」
は
、

一
九

O
九
（
明
治
四
十
二
）
年
三
月
、
慶
慮
義
塾
大
学
部
文
学
科
卒
業
後
、
同
年
九
月
よ
り
義
塾
普
通
部
教
員
と
し

て
英
語
を
担
当
、
さ
ら
に
一
九
一
二
年
七
月
か
ら
慶
慮
義
塾
海
外
留
学
生
と
し
て
、
西
洋
美
術
史
お
よ
び
美
学
研
究
の
た
め
欧
州
留
学
中
だ
っ

た
津
木
四
方
吉
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
浮
木
梢
（
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
・
十
二
・
十
六

i
一
九
三

O
（
昭
和
五
）
・
十
一
・
七
）
に
他
な
ら
な
い

が
、
「
「
樫
木
」
と
云
ふ
人
」
と
い
う
書
き
方
か
ら
す
る
と
、
鴎
外
は
こ
の
時
点
で
は
、
後
に
帰
国
後
の
彼
か
ら
義
塾
文
科
刷
新
の
相
談
を
受
け

た
り
、
そ
の
著
『
美
術
の
都
』
（
日
本
美
術
学
院
、
一
九
一
七
・
十
一
）
を
献
本
さ
れ
た
り
し
て
懇
意
に
な
る
津
木
と
ま
だ
面
識
は
な
か
っ
た

ょ
う
だ
。
さ
て
そ
の
「
「
津
木
」
と
云
ふ
人
の
文
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
号
に
当
る
『
三
一
回
文
学
』

一
九
一
三
年
八
月
号
（
「
大
正
二
年
七
月
二
十
八

聞
く
が
ま
』

日
印
刷
納
本
／
大
正
二
年
八
月
一
日
発
行
」
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
津
木
梢
「
同
mw
ロ
仏
呂
田
町
可
の
為
に
（
評
論
）
」
な
ら
び
に
同
「
看
る
が
ま
＼

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
よ
り
）
」
（
前
者
は
「
一
九
一
三
、
五
月
二
十
八
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
」
、
後
者
は
ご
九
二
三
五
月
二
十
八
日

夜
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
て
」
と
の
記
載
が
そ
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
）
を
指
す
。

同
号
に
は
「
津
木
梢
氏
か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
こ
と
を
書
い
た
「
美
術
の
都
」
が
届
い
た
。
こ
れ
は
九
月
号
に
載
せ
る
。
今
月
の
挿
絵
は
同
氏

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
人
の
洋
行
で
は
同
君
が
一
番
古
顔
と
な
っ
た
」
（
前
記
『
コ
一
回
文
学
』
八
月
号
「
消
息
」
）
と
あ
る
よ
う
に
、

ご
九
一
三
年
春
三
月
」
「
バ
イ
エ
ル
ン
国
の
首
府
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
移
っ
た
」
津
木
は
、
「
そ
の
年
の
夏
休
み
を
二
ヶ
月
間
パ
リ
に
送
っ
た
の
を

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外

一
一
五



ームa
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除
け
ば
、
翌
年
八
月
大
戦
の
始
ま
る
ま
で
、
ざ
っ
と
一
年
半
こ
こ
で
暮
ら
し
た
」
（
『
美
術
の
都
』
、
引
用
は
一
九
九
八
年
六
月
発
行
の
岩
波
文

庫
版
に
拠
る
）
の
だ
と
い
う
。
帰
国
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
同
年
三
一
月
限
り
で
義
塾
を
去
っ
た
永
井
荷
風
の
後
を
受
け
て
義
塾
教
授
に

着
任
、
合
わ
せ
て
『
三
国
文
学
』
の
編
集
主
任
を
も
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
I
・
E
章
で
触
れ
た
小
島
政
二
郎
「
オ
オ
ソ
グ
ラ
フ
イ

イ
」
は

津
木
編
集
主
任
の
元
で
の
発
表
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
先
の
鴎
外
書
簡
本
文
に
戻
る
と
、
鴎
外
は
こ
れ
を
七
月
三
十
日
付
で
投
函
し
て
い
る
。
前
記
八
月
号
「
印
刷
納
本
」
日
を
勘
案
す
れ
ば
、

こ
れ
ま
た
い
ち
早
い
反
応
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
先
の
「
消
息
」
欄
に
「
今
月
の
挿
絵
は
同
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
」
と
の
記
述
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
『
三
田
文
学
』

一
九
一
三
年
八
月
号
に
は
そ
の
巻
頭
頁
に
「
ワ
グ
ナ
l
像
除
幕
式
」
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
芸
術
座
」
と
右
隅
に
津
木
の
筆
跡

と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
あ
る
写
真
が
二
葉
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
も
鴎
外
の
食
指
を
動
か
し
た
一
因
か
も
知
れ
な
い
。

I
－

E
章
で
取
り
上
げ
た
一
九
一
六
年
十
一
月
の
鴎
外
は
、
同
年
四
月
に
退
官
・
予
備
役
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
意
味
で
は
比
較
的
自
由
な

時
間
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
が
、
こ
の
一
九
二
二
年
七
月
時
の
鴎
外
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
現
役
の
陸
軍
軍
医
総
監
で
あ
り
、
陸
軍
省

医
務
局
長
と
い
う
多
忙
な
職
務
に
就
い
て
い
た
。
そ
れ
は
「
天
皇
陛
下
並
に
皇
后
陛
下
を
新
橋
に
迎
へ
ま
つ
る
」
（
七
月
二
十
五
日
）
、
「
特
命

検
閲
使
随
員
た
り
し
秋
山
錬
造
、
橋
本
監
次
郎
の
報
告
を
聴
く
」
（
七
月
二
十
八
日
）
、
「
朝
軍
医
学
校
の
入
校
式
に
植
む
。
次
い
で
陸
軍
省
に

往
く
」
（
八
月
一
日
）
等
の
記
述
が
そ
の
日
記
に
続
く
日
々
な
の
で
あ
る
。
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
し
か
し
鴎
外
は
『
三
国
文
学
』
誌
掲
載
文

の
ド
イ
ツ
語
ス
ペ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
い
い
と
申
し
出
る
の
だ
。

ド
イ
ツ
語
に
不
案
内
な
わ
た
く
し
が
云
々
す
る
資
格
は
全
く
な
い
の
だ
が
、
前
記
「
看
る
が
ま
〉
、
聞
く
が
ま
〉

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
よ
り
）
」

に
は
鴎
外
が
一
九

O
八
（
明
治
四
十
一
）
年
一
月
・
五
月
・
六
月
の
『
歌
舞
伎
』
誌
上
に
翻
訳
連
載
し
た
巧
旦
書
店
仏
の
「
出
発
前
半
時
間
」

が
、
巧
色
。
w
E仏
自
身
も
「
0
2
2
Y巳
」
（
客
演
）
と
し
て
「
先
週
一
杯
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
同

m
B
B角
目
立
己
（
「
小
劇
場
」
）

で
演
ぜ
ら
れ
た
」

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
者
包
∞
W
B仏
は
、
「
椋
鳥
通
信
」
に
全
五
十
回
登
場
し
、
「
最
新
独
逸
脚
本
梗
概
」
（
『
ス
バ
ル
』

一
九

O
九
・

九
）
に
八
篇
の
戯
曲
、
「
戯
曲
梗
概
四
十
七
種
」
（
田
中
栄
三
『
近
代
劇
精
通
』
（
籾
山
書
店
、

一
九
一
三
・
十
一
一
）
所
収
）
に
一
篇
の
戯
曲
の



梗
概
を
紹
介
す
る
な
ど
、
鴎
外
が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
作
家
だ
っ
た
。

そ
の
「
出
発
前
半
時
間
」
の
原
題
「
口
角
関
山
口
5
2
m官
官
円
」
が

「附
2
5
5叩吋由
mpcm∞
吋
」
と
誤
植
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
は
、
鴎
外
と
し
て
は
一
言
も
の
申
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に

「日

gmち
と
は
「
歌
手
・
声
楽
家
」
だ
が
、
「
mpcm。
と
で
は
「
暗
乳
動
物
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
校
正
掛
」
が
恐
縮
す
る
の
は
当
然
で
、
ま
さ
か
現
役
の
陸
軍
省
医
務
局
長
に
校
正
を
さ
せ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
こ
う
し
た
積
極
的
な
姿

勢
に
も
ご
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外
の
有
り
様
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
問
の
場
で
鴎
外
は
煩
を
厭
わ
な
い
。
「
物
を
知
る
為

め
に
学
問
を
す
る
、
詰
ま
り
学
問
を
す
る
為
め
に
学
問
を
す
る
」
（
「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
）
と
い
う
姿
勢
は
、
こ
こ
に
も
貰
か
れ
て
い
る
。

町

「
我
家
を
刺
れ
る
小
説
あ
り
」

実
は
前
記
『
三
国
文
学
』

一
九
二
二
（
大
正
二
）
年
九
月
号
「
消
息
」
欄
に
は
、
も
う
一
通
、
佐
藤
春
夫
か
ら
「
八
月
吉
日
」
付
で
「
三
田

文
学
校
正
方
」
宛
に
届
い
た
「
正
誤
申
込
書
」
が
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
因
み
に
こ
の
佐
藤
書
簡
は
、
『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
第
三
一
十
六

巻
（
臨
川
書
店
、

二
O
O
一
・
六
）
に
『
三
回
文
学
』
前
掲
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
上
で
、
書
簡
番
号
「
3
」
と
し

て
収
録
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
れ
に
は
「
佐
藤
氏
の
正
誤
申
込
書
は
右
の
通
り
に
て
候
ひ
き
。
ま
こ
と
に
校
正
掛
た
る
小
生
の
唯
々
面
目
も
な
き

次
第
に
て
候
」
云
々
と
い
う
添
え
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
署
名
が
こ
ち
ら
は
「
三
回
文
学
校
正
掛
（
邦
ご
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
は
当
時
同
誌
の
編
集
実
務
を
担
当
し
て
い
た
邦
枝
完
二
の
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
「
邦
枝
完
二
氏
は
今
度
籾
山
書
店
の
編

輯
部
へ
入
ら
れ
た
」
と
い
う
記
載
が
、
『
三
田
文
学
』

一
九
一
三
年
六
月
号
「
消
息
」
欄
に
あ
る
）
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
だ
か
ら
E
章
で
紹
介

し
た
鴎
外
書
簡
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
、
邦
枝
と
共
に
同
誌
の
編
集
実
務
を
担
当
し
て
い
た
も
う
一
人
の
人
物
、
井
川
滋
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
十
二
月
二
十
八
日
生
ま
れ
の
邦
枝
完
二
は
こ
の
時
点
で
ま
だ
満
二
十
歳
、
こ
の
年
（
一
九
二
一
一
年
）
四
月
か

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外

七



八

ら
慶
慮
義
塾
予
科
に
籍
を
置
い
た
ば
か
り
の
若
者
だ
っ
た
。
し
か
し
前
年
一
九
一
二
年
二
月
の
『
三
一
回
文
学
』
誌
上
に
「
匁
己
（
詩
）
を
発
表

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
年
九
月
に
は
小
説
作
品
第
一
作
と
し
て
「
廓
の
子
」
を
同
誌
に
発
表
、
こ
の
一
三
年
に
も
四
月
に
「
変
化
者
」
、
八

月
に
「
偏
幅
安
」
そ
し
て
十
二
月
に
は
戯
曲
「
柳
ち
る
日
」
を
『
三
田
文
学
』
に
、

四
月
「
似
顔
絵
、
五
月
「
人
形
の
夢
」
を
「
朱
繁
』
に

発
表
と
い
う
具
合
に
徐
々
に
文
学
者
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
て
い
た
。

E
章
で
取
り
上
げ
た
津
木
文
が
掲
載
さ
れ
た
、

一
九
二
二
年
八
月
号
の

『
三
田
文
学
』
な
ど
は
、
聞
に
荷
風
の
「
岡
の
窓
」
（
随
筆
）
を
挟
ん
で
、
邦
枝
の
前
記
「
踊
幅
安
L

と
鴎
外
の
翻
訳

3
3
8
5
8
F」
が
並

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
八
月
、
そ
の
邦
枝
が
、
鴎
外
を
、
森
家
を
「
刺
」
し
た
小
説
を
発
表
す
る
。

一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
八
月
四
日
の
『
鴎
外
日
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

伊
庭
孝
来
て
砦
一
冊
を
一
不
す
。
我
家
を
刺
れ
る
小
説
あ
り
。

鴎
外
は
「
砦
」
と
記
し
て
い
る
が
、
実
際
は
『
と
り
で
』
と
表
記
す
る
こ
の
雑
誌
は
、

一
九
一
二
年
九
月
、
「
演
劇
美
術
雑
誌
」
と
称
し
て

創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、

一
九
二
二
年
十
一
月
発
行
の
第
九
号
ま
で
確
認
で
き
る
と
い
う
（
紅
野
敏
郎
「
迫
遁
・
文
学
誌
（
附
）

と
り
で
」

『
国
文
学
』
二

O
O四
・
十
）
。
こ
の
一
九
一
三
一
年
八
月
に
発
行
さ
れ
た
の
は
第
六
号
に
あ
た
り
、
日
間
外
に
注
進
に
及
ん
だ
伊
庭
孝
は
巻
頭
に

「
演
劇
の
没
理
想
主
義
」
な
る
一
文
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
伊
庭
が
示
し
た
小
説
こ
そ
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
邦
枝
完
二
「
捺
印
」
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

「
我
家
を
刺
れ
る
小
説
」
と
は
、

い
さ
さ
か
穏
当
な
表
現
で
は
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
表
現
が
あ
な
が
ち
不
当
で
な
い
と
思
え
る
ほ
ど
、

わ
ば
こ
の
小
説
は
鴎
外
を
、

そ
し
て
森
家
を
徹
底
的
に
郁
捻
し
た
内
容
の
小
説
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
そ
の
梗
概
を
簡
略
に
示
し
て
み
よ
う
。

冬
木
書
房
編
輯
員
の
新
次
（
前
記
「
廓
の
子
」
の
登
場
人
物
に
「
新
ち
ゃ
ん
」
な
る
人
物
が
い
て
、
こ
の
名
は
邦
枝
を
努
察
と
さ
せ
る
）
が
、

法
学
博
士
木
村
陣
一
郎
（
「
木
村
」
が
鴎
外
「
田
楽
豆
腐
」
（
『
三
越
』

一
九
二
一
・
九
）

の
主
人
公
名
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
）

の

自
宅
を
訪
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
小
説
世
界
の
幕
は
聞
く
。
彼
の
目
的
は
、
コ
一
目
前
に
郵
送
し
捺
印
を
お
願
い
し
て
置
い
た
、
今
度
出
版
さ
れ
る
木

村
の
戯
曲
集
『
う
ら
お
も
て
』
の
奥
付
を
も
ら
っ
て
帰
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
木
村
だ
が
、
か
つ
て
は
「
軍
籍
に
身
を
置
い
て
ゐ
た
」
の
だ



が
、
今
は
「
考
（
引
用
者
注
、
「
老
」
ノ
誤
植
カ
）
体
の
故
を
以
て
軍
籍
を
引
い
て
」
い
る
人
物
で
、
「
現
代
文
壇
の
元
老
と
し
て
、
誰
一
人
知

ら
ぬ
者
も
な
い
」
大
家
で
あ
り
、
新
次
は
「
何
よ
り
も
博
士
の
仮
名
使
ひ
と
い
ふ
こ
と
に
敬
服
し
て
」
い
る
の
だ
っ
た
。

さ
て
彼
が
木
村
家
に
行
く
と
、
「
格
子
戸
の
中
に
は
厳
格
だ
と
定
評
の
あ
る
博
士
の
家
に
し
て
は
余
り
の
こ
と
だ
と
、
一
歩
身
を
引
い
て
眺

め
る
程
、
靴
や
下
駄
や
草
履
が
目
茶
目
茶
に
散
ら
か
っ
て
ゐ
た
」
。
そ
の
様
を
見
て
新
次
は
「
世
間
の
噂
と
い
ふ
も
の
は
」
「
と
て
も
当
に
は
な

ら
な
い
」
と
思
う
。

そ
し
て
肝
心
の
奥
付
の
捺
印
な
の
だ
が
、
「
な
に
本
屋
か
い
、
少
し
待
た
せ
て
お
』
き
」
と
い
う
「
夫
人
の
声
」
が
聞
こ

え
る
中
、
さ
ん
ざ
ん
待
た
さ
れ
た
あ
げ
く
彼
の
前
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
は
、

一
枚
も
捺
さ
れ
て
い
な
い
千
二
百
枚
の
奥
付
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
新
次
は
「
空
腹
と
腹
痛
と
を
堪
え
つ
〉
」
そ
の
千
二
百
枚
の
奥
付
に
一
人
で
「
捺
印
」
す
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
間
お
茶
一
杯

恵
ま
れ
な
い
。
周
り
は
徐
々
に
暗
く
な
っ
て
く
る
。
「
し
か
し
電
気
は
愚
か
、
蝋
燭
の
灯
さ
へ
も
恵
ま
れ
な
い
」
。
こ
う
し
て
や
っ
と
「
捺
印
」

し
終
え
た
新
次
は
、
「
冷
い
目
で
わ
が
身
の
あ
は
れ
を
い
た
は
り
な
が
ら
、
半
は
自
己
を
茶
化
し
て
見
る
や
う
な
気
に
な
っ
て
、
重
い
奥
付
を

抱
え
た
ま
〉
股
一
杯
に
元
来
た
坂
を
降
り
て
」
行
く
。

ど
う
だ
ろ
う
か
。
拙
い
梗
概
で
恐
縮
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
鴎
外
が
「
我
家
を
刺
れ
る
小
説
」
と
し
た
の
も
肯
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
っ
と
も
邦
枝
は
そ
の
最
後
に
「
こ
れ
は
新
次
と
い
ふ
男
が
、
ま
だ
神
田
の
本
屋
に
ゐ
た
頃
｜
｜
一
ニ
年
ば
か
り
前
｜
｜
の
話
し
で
あ
る
。
し
か

し
彼
は
こ
の
話
し
を
終
る
と
同
時
に
、
卑
怯
に
も
例
の
癖
の
や
み
難
く
、
「
実
は
夢
だ
よ
短
夜
の
」
と
、
と
う
／
＼
今
日
も
ま
た
夢
に
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
」
と
逃
げ
を
打
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

な
ぜ
邦
枝
が
こ
の
よ
う
な
小
説
を
書
い
た
の
か
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
が
分
ら
な
い
。
直
近
の
戯
曲
集
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
鴎
外
は
一
九
一

二
一
（
大
正
二
）
年
三
一
月
に
『
新
一
幕
物
』
を
籾
山
書
店
か
ら
刊
行
し
て
い
る
が
、
「
邦
枝
完
二
氏
は
籾
山
書
店
の
営
業
部
に
入
ら
れ
た
」
と
い

う
記
述
が
『
三
田
文
学
』
「
消
息
」
欄
に
載
る
の
が
一
九
二
ニ
年
の
五
月
号
で
あ
る
の
で
、
こ
の
刊
行
に
邦
枝
が
関
わ
っ
た
可
能
性
は
低
い
。

ま
た
こ
れ
以
前
の
鴎
外
と
邦
枝
の
接
点
も
今
の
と
こ
ろ
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
捺
印
」
末
尾
に
は
「
二
年
六
月
末
」
と
い
う
脱
稿
日
の
記
載
が
あ
る
（
こ
れ
は
前
記
『
一
二
回
文
学
』

一
九
一
三
年
八
月
号
掲

ご
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外

九



。

載
「
幅
幅
安
」
末
尾
記
載
の
脱
稿
日
と
同
じ
で
あ
る
）
。
こ
の
脱
稿
日
を
参
考
に
『
一
二
田
文
学
』
「
消
息
」
欄
を
探
っ
て
み
る
と
、

一
九
一
三
年

七
月
号
の
同
誌
同
欄
に
「
邦
枝
完
二
氏
は
六
月
十
五
日
徴
兵
検
査
で
国
民
兵
に
合
格
す
」
と
い
う
記
事
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ

の
年
満
二
十
歳
に
達
し
て
い
た
邦
枝
完
二
は
ま
さ
に
徴
兵
適
齢
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
果
が
「
国
民
兵
に
合
格
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
「
国
民
兵
」
は
「
現
役
兵
に
は
適
し
な
い
が
国
民
兵
役
に
適
す
る
者
」
、
す
な
わ
ち
「
丙
種
」
合
格
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
じ
つ
け
を
承
知
で
敢
え
て
一
言
う
の
だ
が
、
こ
の
「
丙
種
」
合
格
と
い
う
わ
だ
か
ま
り
が
、
あ
る
い
は
現
役
の
陸
軍
軍
医
総
監
へ
向
け

ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
す
る
の
は
、
下
衆
の
勘
ぐ
り
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

と
ま
れ
鴎
外
は
こ
の
「
我
家
を
刺
れ
る
小
説
」
に
関
し
て
は
、

一
切
無
視
の
態
度
を
貫
い
た
。
ま
た
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
同
時
代
評

を
含
め
て
こ
の
「
捺
印
」
が
何
ら
か
の
話
題
に
登
っ
た
こ
と
も
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
作
品
が
そ
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
も
の
だ
と
も
思

え
な
い
。
た
だ
後
に
「
お
の
が
文
名
を
売
る
た
め
に
は
、
如
何
な
る
手
段
も
選
ば
ず
と
い
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
も
亦
一
種
の
勇
敢
な
る
行
為
だ
と

い
へ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
が
、
名
の
あ
り
て
質
な
き
者
の
如
何
に
多
き
か
を
考
へ
る
時
、
心
あ
る
者
の
暗
然
た
る
も
当
然
で
は
な
い
か
」
と
書
き
、

「
そ
れ
が
も
し
真
の
文
明
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
一
に
礼
節
を
識
る
べ
き
だ
。
況
ん
や
一
国
の
文
化
を
左
右
し
得
る
文
筆
の
士
に
於
て
お
や
」

（
「
偏
奇
館
去
来
」
『
双
竹
亭
随
筆
』
（
興
亜
書
院
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
・
三
）
所
収
）
と
記
す
邦
枝
は
、
こ
の
若
き
日
の
自
己
の
行
為
を

ど
う
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
後
鴎
外
に
関
し
て
も
、
「
捺
印
」
に
関
し
て
も
、
邦
枝
の
言
及
を
わ
た
く
し
は
知
ら
な
い
。

も
う
一
つ
、
気
に
な
る
の
は
そ
の
邦
枝
が
「
恩
師
」
と
呼
ぶ
永
井
荷
風
が
こ
の
作
品
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
だ
。
当
時
邦
枝
は
、

こ
の
作
品
が
書
か
れ
る
直
前
の
一
九
一
三
年
五
月
十
四
日
か
ら
、
毎
月
一
回
の
ぺ

l
ス
で
第
二
火
曜
日
の
夜
荷
風
邸
で
開
催
さ
れ
始
め
た
「
火

曜
会
」
の
発
会
当
初
か
ら
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
。
こ
の
「
火
曜
会
」
は
「
お
の
／
＼
自
作
の
も
の
を
読
だ
り
批
評
し
た
り
」
（
『
一
二

田
文
学
』
「
消
息
」

一
九
一
二
了
六
）
と
い
う
目
的
で
始
め
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、

は
た
し
て
こ
の
席
上
で
「
捺
印
」
が
話
題
と
な
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
実
は
『
三
田
文
学
』

一
九
一
二
年
十
月
号
の
寄
贈
雑
誌
欄
に
は
『
と
り
で
』
（
こ
れ
は
同
年
九
月
発
行
の
創
刊
号
だ
と
思

の
名
が
見
え
る
の
だ
が
、
以
後
は
一
切
な
く
、
こ
の
記
述
を
信
じ
る
な
ら
『
と
り
で
』
が
三
回
文
学
会
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は
一
冊
だ

わ
れ
る
）



け
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
荷
風
が
読
ま
な
か
っ
た
確
証
に
は
な
ら
な
い
。
な
ら
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
、

後
年
の
発
一
言
で
は
あ
る
が
、
「
最
も
博
士
の
偉
大
な
る
貢
献
は
、
人
も
知
る
大
正
二
三
年
こ
ろ
出
版
の
『
一
幕
物
』
そ
の
他
で
あ
る
」
（
「
鴎
外

博
士
の
こ
と
」
『
演
事
画
報
』
一
九
二
二
・
八
）
と
特
に
そ
の
戯
曲
集
に
高
い
評
価
を
与
え
る
荷
風
が
、
邦
枝
の
こ
の
作
品
を
読
ん
で
何
の
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
も
起
さ
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
わ
た
く
し
は
現
段
階
で
は
、
荷
風
は
愛
弟
子
と
も
い
う
べ
き
邦
枝
完
二
の
「
捺
印
」

に
は
目
を
通
す
機
会
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

＊ 

＊ 

見
て
き
た
よ
う
に
、
『
三
田
文
学
』
と
い
う
H

場
H

は
、
若
い
様
々
な
優
れ
た
個
性
・
才
能
が
交
錯
す
る
刺
激
的
な
H

場
μ

だ
っ
た
。
こ
の

現
場
か
ら
の
刺
激
が
、
鴎
外
「
豊
熟
の
時
代
」
を
醸
し
出
す
貴
重
な
起
爆
剤
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

内王（1
）
他
に
平
野
高
里
が
全
て
の
『
鴎
外
全
集
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
。

（
2
）
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
二

O
（
大
正
九
）
年
、
小
島
は
鴎
外
か
ら
「
仮
名
遣
意
見
」
の
抜
刷
り
を
直
接
も
ら
っ
て
い
る
。
以
て
鴎
外
の
小
島
に

対
す
る
厚
き
信
頼
を
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

私
は
「
秘
」
の
朱
印
の
捺
し
て
あ
る
先
生
の
「
仮
名
遣
ひ
意
見
」
の
抜
き
刷
り
を
持
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
六
日
、
臨
時
仮
名

遣
調
査
委
員
会
第
四
回
の
席
上
で
先
生
の
し
た
演
説
を
、
「
そ
の
夜
速
記
者
を
招
き
て
再
演
し
速
記
せ
し
め
し
も
の
を
、
小
林
又
七
に
命
じ
て
印
刷

せ
し
む
」
と
先
生
の
日
記
に
あ
る
そ
れ
だ
。

私
は
先
生
自
筆
の
帯
封
も
保
存
し
て
あ
る
。
最
後
の
ベ
l
ジ
に
朱
墨
で
、

此
印
刷
物
ハ
コ
レ
ガ
最
後
ノ
一
部
テ
ア
リ
マ
ス
、
ド
ウ
ゾ
御
手
許
ニ
保
存
シ
テ
置
イ
テ
下
サ
イ

庚

申

五

月

十

八

日

森

林

太

郎

（

花

押

）

庚
申
の
年
は
大
正
九
年
に
当
る
。
そ
う
す
る
と
、
先
生
逝
去
の
前
の
前
の
年
で
あ
る
。
（
小
島
政
二
郎
「
森
儲
外
」
）

荷
風
は
『
文
明
』
一
ノ
九
（
一
九
二
ハ
（
大
正
五
）
・
十
二
）
掲
載
「
毎
月
見
聞
録
十
月
中
旬
よ
り
十
一
月
中
旬
ま
で
」
に
お
い
て
、
「
口
十
一
月

（

3
）
 

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外



一

一
日
小
島
政
二
郎
三
国
文
学
誌
上
に
文
士
の
仮
名
遣
ひ
に
盲
せ
る
事
を
指
摘
す
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
小
島
が
書
き
留
め
る
「
オ
オ
ソ
グ
ラ
フ
イ

イ
」
に
対
す
る
荷
風
の
反
応
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

前
々
か
ら
荷
風
は
「
文
士
の
文
字
を
知
ら
ざ
る
」
な
ど
と
書
い
て
嘆
い
て
い
た
の
で
、
私
の
つ
も
り
で
は
、
外
の
誰
も
読
ん
で
く
れ
な
く
っ
て

も
、
荷
風
だ
け
は
褒
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
翌
月
の
「
文
明
」
｜
｜
「
三
国
文
学
」
を
出
て
行
く
と
間
も
な
く
荷
風
の
始
め
た
雑
誌
ー
ー
を
見
る
と
、
私
の
「
オ
l
ソ
グ
ラ
フ
イ
」

に
つ
い
て
悪
口
を
浴
び
せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
反
対
理
由
な
ん
か
一
卜
言
も
書
い
て
な
い
の
だ
。
た
だ
罵
誓
議
誘
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る

だ
け
だ
っ
た
。
（
小
島
政
二
郎
「
永
井
荷
風
」
。
前
掲
『
鴎
外
荷
風
万
太
郎
』
所
収
。
た
だ
し
本
文
は
や
は
り
『
小
島
政
二
郎
全
集
』
第
三
巻
に
拠

る）

（
4
）
現
『
鴎
外
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
小
鳥
政
二
郎
宛
鴎
外
書
簡
は
全
部
で
二
通
。
「
九
九
九
L

書
簡
以
外
の
も
う
一
通
は
、
書
簡
番
号
「
一
四
六
二
」

の
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
五
月
二
十
四
日
付
の
も
の
で
、
こ
ち
ら
に
は
「
（
輔
載
）
」
の
注
記
が
あ
る
。
因
み
に
「
一
四
六
二
」
書
簡
の
内
容
も
、
仮

名
遣
い
・
表
記
に
関
す
る
も
の
で
、
鴎
外
は
小
島
の
一
文
「
オ
オ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
イ
」
を
き
っ
か
け
に
以
後
彼
と
こ
の
方
面
に
関
す
る
関
心
を
共
有
し
て

い
っ
た
よ
う
だ
。

（5
）
実
物
に
当
ら
な
い
で
軽
々
な
物
言
い
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
全
集
収
録
の
鴎
外
書
簡
を
見
る
限
り
、
自
身
の
子
供
た
ち
へ
の
手
紙
を
除
い
て
、

書
簡
に
お
い
て
、
鴎
外
は
話
題
を
代
え
る
際
に
「
O
」
記
号
を
使
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
句
読
点
は
使
用
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
こ
れ
も
決
め

手
に
は
な
る
ま
い
。

（
6
）
小
島
は
慶
慮
義
塾
教
室
に
塾
僕
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た
こ
の
鴎
外
書
簡
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
お
手
紙
で
す
」

そ
う
言
っ
て
、
上
が
白
、
下
が
青
の
二
重
封
筒
の
手
紙
を
差
出
し
た
。
見
る
と
、
墨
で
「
三
田
、
慶
慮
義
塾
内
、
三
国
文
学
会
、
小
島
政
二
郎

様

」

と

あ

り

、

裏

を

返

す

と

、

「

団

子

坂

、

森

林

太

郎

」

と

あ

っ

た

。

（

小

島

政

二

郎

「

森

鴎

外

」

）

（7
）
同
書
簡
は
前
述
小
島
「
森
鴎
外
」
に
も
引
用
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
ま
た
「
森
先
生
の
手
紙
」
中
の
表
記
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
や
っ

か
い
な
の
だ
。
特
に
大
き
な
違
い
は
漢
字
を
除
い
た
部
分
が
、
全
文
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
わ
た
く
し
が
こ
こ
で
問
題
と
す
る

肝
心
の
傍
線
部
④
の
箇
所
は
、
「
子
韻
ヲ
省
ク
例
ナ
ク
」
で
一
致
し
て
い
る
。

（8
）
「
第
三
次
岩
波
版
『
鴎
外
全
集
』
〈
第
二
刷
〉
収
載
の
書
簡
錯
簡
考
」
o

「
『
同
町
外
全
集
』
の
問
題
点
と
課
題
」
（
い
ず
れ
も
山
崎
一
穎
『
森

〈
お
う
ふ
う
、
二

O
O六
・
十
一
一
〉
所
収
）

儲
外
論
致
』



（9
）
こ
の
最
初
の
『
鴎
外
全
集
』
に
は
、
書
簡
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
鴎
外
書
簡
が
最
初
に
そ
の
全
集
に
収
録
さ
れ
る
の
は
、
岩
波
書
店
か
ら
の
第
一

回
目
の
全
集
と
な
っ
た
『
鴎
外
全
集
』
著
作
篇
第
二
十
二
巻
（
一
九
三
八
・
八
）
。
こ
の
現
場
に
小
島
政
二
郎
は
い
た
は
ず
な
の
だ
が
。

（
日
）
小
島
は
「
一
葉
の
当
時
も
鴎
外
は
「
文
壇
の
神
」
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
も
、
私
に
と
っ
て
は
「
文
壇
の
神
」
と
い
う
よ
り
外
に
言
い
よ
う
の
な
い
存

在
だ
っ
た
。
そ
の
鴎
外
か
ら
、
見
も
知
ら
な
い
私
に
「
小
島
学
兄
」
と
書
い
た
手
紙
が
来
た
の
だ
」
（
「
永
井
荷
風
」
）
と
記
し
て
い
る
。

（
日
）
「
初
め
は
こ
わ
い
上
官
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
職
員
た
ち
も
、
先
生
の
変
ら
ぬ
温
顔
に
接
し
て
う
れ
し
く
な
り
、
毎
月
二
回
、
土
曜
日
の
午
後
集
る

こ
と
に
し
、
先
生
か
ら
親
し
く
お
話
を
き
き
た
い
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
承
諾
さ
れ
た
う
え
に
、
先
生
の
発
案
で
、
池
田
芦
洲
さ
ん
か
ら
「
尚

書
正
義
」
の
講
義
、
逸
見
仲
三
郎
さ
ん
か
ら
「
小
倉
百
人
一
首
」
の
講
義
を
き
き
、
そ
の
後
を
茶
話
会
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ふ
た
り
は
い
ず

れ
も
編
修
課
に
勤
め
て
い
た
隠
れ
た
老
学
者
で
あ
る
が
、
先
生
は
世
間
的
で
な
い
こ
の
よ
う
な
学
者
を
心
か
ら
敬
愛
し
て
お
ら
れ
た
。
大
矢
透
、
桂
湖

南
、
大
村
西
涯
な
ど
と
親
交
の
あ
っ
た
の
も
そ
れ
で
あ
る
。
池
田
、
逸
見
両
翁
も
感
激
し
、
趨
蓄
を
傾
け
て
よ
い
講
義
を
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
一
学
徒

の
態
度
で
最
も
真
撃
に
質
問
を
し
、
問
題
を
提
出
さ
れ
た
の
は
鴎
外
先
生
で
あ
っ
た
。
」
（
秋
山
光
夫
「
博
物
館
総
長
時
代
」
（
『
文
義
』
一
九
六
二
・
八
）

（
ロ
）
小
島
政
二
郎
「
森
鴎
外
」
に
は
、
本
稿
で
呈
示
し
た
も
の
の
他
に
あ
と
二
通
、
鴎
外
書
簡
（
葉
書
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
さ
し
て
重

要
な
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
書
簡
を
わ
ざ
わ
ざ
小
島
に
送
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
鴎
外
の
小
島
へ
の
配
慮
が
窺
え
る
。
以
下
に
見
る
よ

う
に
そ
れ
ら
二
通
は
年
代
不
詳
な
の
だ
が
、
現
全
集
に
「
年
代
不
詳
L

書
簡
と
し
て
一
括
ま
と
め
ら
れ
た
中
に
、
「
小
島
政
二
郎
宛
（
轄
載
）
」
と
し

た
上
で
入
っ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
は
二
一
一
守
え
よ
う
。

先
生
が
凡
帳
面
な
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
ど
こ
か
へ
お
出
掛
け
に
な
る
時
に
は
、
前
以
っ
て
次
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
を
下
さ
っ

た。

千
葉
県
夷
関
郡
東
海
村
字
日
在

右
ニ
八
月
末
マ
デ
滞
留

八

月

十

五

日

森

林

太

郎

×
 

奈
良
市
、
奈
良
帝
室
樽
物
館
官
舎

右
ニ
十
月
三
十
一
日
ヨ
リ
十
一
月
二
十
三
日
マ
デ
滞
留

森
林
太
郎

（日）

（
小
島
政
二
郎
「
森
鴎
外
」
）

「
津
木
四
方
吉
が
欧
州
留
学
か
ら
帰
っ
て
文
科
の
刷
新
を
思
い
立
ら
、
先
生
を
訪
ね
て
そ
の
意
中
」
を
語
っ
て
ス
タ
ッ
フ
等
の
相
談
を
し
た
こ
と
は
、

「
一
学
徒
」
と
し
て
の
鴎
外

一
一



四

前
掲
小
島
政
二
郎
「
森
鴎
外
」
に
見
え
る
。
な
お
、
津
木
は
小
島
の
恩
師
と
も
言
う
べ
き
人
物
で
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
小
島
が
母
校
慶
慮
義

塾
の
予
科
講
師
と
な
っ
て
教
壇
に
立
ち
国
文
学
を
講
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
浮
木
の
尽
力
に
よ
る
。

（U
）
『
美
術
の
都
』
第
二
版
（
東
光
閣
書
店
、
一
九
二
六
・
二
）
の
「
序
」
に
は
、
第
一
版
を
鴎
外
に
献
本
し
た
際
の
鴎
外
の
礼
状
が
、
写
真
版
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鴎
外
書
簡
は
、
書
簡
番
号
「
一
一
一
九
」
と
し
て
全
集
に
収
録
。

（
日
）
こ
の
「
看
る
が
ま
、
、
聞
く
が
ま
、
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
よ
り
）
」
は
、
ま
さ
に
現
地
発
の
「
椋
鳥
通
信
し
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
（
文
体
を
含
め
て
こ
れ

は
「
椋
鳥
通
信
」
に
酷
似
し
て
い
る
。
津
木
は
渡
欧
前
に
『
ス
バ
ル
』
誌
上
で
同
通
信
を
読
み
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
真
似
た
の
で
は
な
い
か
）
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
的
情
報
が
発
信
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
「
今
」
を
知
る
上
で
も
鴎
外
に
と
っ
て
特
に
興
味
深
い
読
み
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
日
）
津
木
は
こ
の
パ
リ
滞
在
中
に
、
「
新
生
」
事
件
で
日
本
を
逃
れ
同
地
に
来
て
い
た
島
崎
藤
村
と
出
会
い
交
流
を
深
め
て
い
る
。
『
三
国
文
学
』
一
九
一

三
年
十
二
月
号
「
消
息
」
欄
に
は
、
そ
う
し
た
模
様
を
伝
え
る
パ
リ
発
の
津
木
書
簡
が
「
永
い
手
紙
で
あ
る
か
ら
所
々
抜
き
書
き
し
て
」
掲
載
さ
れ
て

い
る
。


